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(2) (1) 

(3) 

常緑広葉樹二次林

アカマツ林

低木林

草原

渓畔林

河畔林、河畔草地

クヌギ植林

スギ・ヒノキ植林、竹林等

水田

耕作地

市街地等

水面等

豊後大野市域

落葉広葉樹自然林

針葉樹自然林針葉樹自然林

常緑広葉樹自然林

落葉広葉樹二次林

完新世

珪長質および苦鉄質：古生代

完新世

後期更新世-完新世

前期更新世

中-後期中新世

後期白亜紀

前期白亜紀

中-後期ジュラ紀

基質：後期白亜紀

基質：前-後期白亜紀

基質：後期ジュラ紀-前期白亜紀

チャートブロック
　：後期ジュラ紀-前期白亜紀
石灰岩ブロック
　：後期ジュラ紀-前期白亜紀

基質：前-後期ジュラ紀

チャートブロック：前-後期ジュラ紀

石灰岩ブロック：前-後期ジュラ紀

玄武岩ブロック：前-後期ジュラ紀

超苦鉄質岩類
(超塩基性岩：蛇紋岩：オフィオライト)

貫入岩：中-後期中新世

中期更新世

前期更新世

中期中新世-後期中新世

後期更新世-完新世

中期更新世

前期更新世

中期更新世

後期中新世-鮮新世

中期中新世-後期中新世

珪長質深成岩類：中-後期中新世

珪長質深成岩類：前-後期白亜紀

苦鉄質深成岩類：前-後期白亜紀

領家変成岩

三波川変成岩類

高位段丘堆積物：中期更新世

中期中新世-後期中新世 完新世の人工改変地

水・河川・海など

豊後大野市域

堆積岩類：海成または非海成堆積岩類

火山岩類：火砕流堆積物

火山岩類：苦鉄質火山岩類

堆積岩類：海成堆積岩類

付加コンプレックス

深成岩類

変成岩類

その他

火山岩類：珪長質火山岩類
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http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html


 

 



 

 

 



 

 

 



 



 



 

http://www.bungo-ohno.jp/categories/shisetsu/shiryoukan/bunkazai/
http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html
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耕地

12%

林野

74%

宅地

2% その他

12%

耕地 林野 宅地 その他

 

耕地

19%

林野

72%

宅地

1%

その他

8%

耕地 林野 宅地 その他

 

耕地

10%

林野

74%

宅地

2% その他

14%

耕地 林野 宅地 その他

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1967年 1974年 1984年 1994年 2004年 2014年

（ha）
耕地（合計） 田 普通畑、樹園地、牧草地

耕

地

面

積

13,196 

15,549 16,113 
17,352 

20,052 19,793 

30.4 
35.8 37.0 39.6 

44.8 44.4 
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20

40

60

80

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1967年 1974年 1984年 1994年 2004年 2014年

(%)（ha）
針葉樹人工林の面積 林野面積に対する割合

面
積

割
合

  
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1992%E5%B9%B4
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2013年 2014年 2015年

遊
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農
地
面
積
率

面
積

遊休農地面積 遊休農地面積率
(ha) (%)

6,776
5,815

4,848
3,666
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61.7

57.8

52.0

34.3

32.3

20.8

17.5

2.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

誰もが健康で安心して暮らしている

豊かな自然環境を大切にして、共生している

日常生活が便利で快適に過ごしている

多様な産業が盛んで働きやすい

市民の安全が守られている

自分と郷土に誇りを持った人材が育っている

市民の交流や活動が活発に行われている

その他

無回答

78.5

61.1

28.4

17.7

16.5

13.8

13.3

10.8

10.7

7.6

7.4

5.9

3.1

2.2

2.2

0.9

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

自然環境が豊かである

静かでのんびりしている

買い物など日常生活が便利である

気候がよい

人情味があり人間関係がうまくいく

歴史・文化が豊かで個性がある

福祉や医療の面で安心できる

通勤・通学など交通の便がよい

防犯や防災の面で安心できる

子育てがしやすい

趣味や娯楽が楽しめる

学校などの教育環境がよい

良好な住宅地が多い

行政サービスが充実している

その他

産業が盛んで働きやすい

無回答
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3,490 3,490 3,490 3,490 3,490 3,490 

82.3 82.5 82.9 82.9 82.9 82.7 

68.6 68.9 69.6 69.6 69.7 69.8 
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水
田
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率

整
備
済
み
水
田
面
積

整備済み水田面積（豊後大野市） 水田整備率（豊後大野市）

水田整備率（大分県）

（ha） （%）



 

 

43.7 45.6 48.1 
53.3 54.9 55.2 57.3 
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5,000
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35,000

2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

汚
水
処
理
率

汚
水
処
理
人
口

下水道 農業集落排水施設 合併浄化槽 汚水処理率

（人） （%）

17,842 18,396 19,188
21,050 21,374 21,146 21,669

0

1

2

3

4

5

1999年 2004年 2009年 2014年

犬飼大橋（大野川） 猿飛橋（大野川） 福門大橋（茜川）

下赤領橋（三重川） 岩戸橋（奥嶽川） 共栄橋（緒方川）

原尻の滝（緒方川） 環境基準値

B
O

D
7
5
%
値
（
m

g/
L
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26.6 

15.0 

31.7 32.9 

22.7 

7.8 

22.8 

5.5 
1.9 2.8 3.8 

20.9 
18.9 

9.0 8.1 
6.2 5.7 

20.8 

23.2 22.0 

14.3 

8.8 
6.1 7.5 

22.2 

45.7 

22.0 

18.7 

53.5 

19.4 

75.1 
72.6 

20.6 

8.3 

41.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

上冬原 代三五 中道 鷲谷 稲積山 小坂 平均値

緒方町 大野町 三重町 豊後大野市

推
定
生
息
密
度

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年（頭/km2）

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 



 



 

 

 

未整備森林

放置竹林

耕作放棄地

汚泥

木質バイオマス
発電所（民間） 入浴施設

（温泉開発/入浴）

農園施設
（施設栽培/観光農園）

乾燥施設
（木質チップ/

米・麦・大豆・野菜）

熱供給事業

（チップ化）

地域エネルギー会社

公共施設
（市役所/文化ホール
図書館/学校）

体育施設
（体育館/温水プール）

医療・介護施設
（市民病院/

民間医療・介護施設）

工場その他
（工場/宿泊施設
農業用施設）

熱電供給事業

排熱 熱供給

（導管）

バイオマス

熱供給

（導管）

チップ

熱供給

木質チップ

熱供給

電気

熱供給

電気

熱供給

電気

熱供給

電気

■木質バイオマス排熱利用エリア（三重町地区）

■オンサイト型バイオガス利用エリア（市域全域）■バイオマス供給エリア
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評価植生のまとまりから「自然
性」及び「人・生活の関わり」に

関する環境を区分

現存植生図から各視点の
評価植生を抽出

里山・里地の区域

生きものや天然記念物、保全活
動等の位置情報を重ね合わせ、
複数の要素を含むものは良質
な環境としてものと判断し抽出

質の高い環境として、まとま
りのある種類に応じて整理

自然性
 落葉広葉樹自然林
 針葉樹自然林
 常緑広葉樹自然林
 アカマツ自然林
 渓畔林

人・生活との関わり
 コナラ二次林
 シイ・カシ二次林
 アカマツ二次林
 クヌギ植林
 竹林
 水田
 耕作地

「里山」と「里地」の区分
 里山は二次林（コナラ二次林、シイ・カシ二次林、

アカマツ二次林、クヌギ植林、竹林）で構成される
区域

 里地は、里山に水田と耕作地がモザイク状に配
置または付随する区域とした

自然性の区域

重ね合わせ情報
 大分県環境緑化条例の保護樹

林と保護樹木

 天然記念物（生きものに関する
もの）

 日本の重要湿地500、生物多様

性保全上重要な里地里山、日
本の棚田百選、日本の名水百
選

 環境省による巨樹・巨木林調査
の巨樹

 環境保全活動等の実施状況
 河川及び止水域（ダム・ため池）
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針葉樹人工林の面積 林野面積に対する割合
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平均値 上冬原（緒方町）
代三五（大野町） 中道（大野町）
鷲谷（三重町） 稲積山（三重町）
小坂（三重町）（頭/km2）
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目標１ 

 A) 自然体験の推進 

 B) 生物多様性の教育推進と普及啓発 

 C) 普及啓発・情報発信の拠点整備 

【P 92】 

【P 94】 

【P 96】 

目標２  D) 豊かな生物多様性が支える伝統・文化の継承 【P 96】 

目標３  E) 自然の大切さを考えた計画的行動の推進 【P 97】 

目標４  A) 生きものと自然への積極的な思いやりの奨励 【P 98】 

目標５  B) 地産地消の推進 【P 98】 

目標６ 

 C) 環境保全型農業の推進、支援 

 D) 千年の森構想の推進 

 E) 農地の管理作業の継続と支援 

 F) 耕作放棄地の縮小と活用 

【P 99】 

【P100】 

【P101】 

【P101】 

目標７ 

〃 耕作放棄地の縮小と活用 

 G) 野生鳥獣による影響の抑制と 

生きものとの折り合いづくり 

【P101】 

 

【P102】 

目標８ 
 H) 環境汚染の抑制 

 I) 環境負荷の小さな消費活動の推進 

【P102】 

【P103】 

目標９  A) 生態系ネットワークの形成・維持 【P104】 

目標 10  B) 重要な生きものの保護と健全化 【P104】 

目標 11  C) 地域固有の遺伝子資源の把握と保全 【P105】 

目標 12  D) 外来種防除の推進 【P105】 

目標 13  E) 地産地消型のエネルギーシステムの構築 【P105】 

目標 14  F) 廃棄物及び温室効果ガスの排出量削減の推進 【P106】 

目標 15 
 A) 様々な立場の人びとの参画と連携の強化 

 B) 調査・研究拠点の整備 

【P107】 

【P108】 

目標 16  C) 地域の生きものと環境の情報収集と活用 【P109】 

目標 17 
 D) 緑豊かな生活の推進 

 E) 自然の恵みの活用で安全安心・健康な生活 

【P109】 

【P110】 

目標 18 

 F) 生物多様性を活かしたサービスの開発、支援 

 G) 環境保全活動を担う人材育成と 

地域づくりへの活用 

【P110】 

 

【P111】 
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生物多様性推進市民会議 
市民、市民団体、事業者等が参加し、取り組みへの参加やアイデアの提

案を行う市民参画組織 

こども未来会議 
市内小・中・高校生の子供たちが、未来の豊後大野市へのアイデアを提

案する 

生物多様性推進委員会 市民、専門家、農林業・建設・教育関連の行政で構成する委員会 

生物多様性関連担当部署 連絡・調整など、様々な主体への窓口、全般的な中心となる事務局 

生物多様性センター 
豊後大野市における生物多様性の保全再生・普及啓発・情報発信などの

拠点となる組織体制（施設・設備を意図するものではない） 

祖母傾山麓尾平青少年旅行村 
祖母傾地域における野外活動拠点、レクリエーション活動や調査・研究

活動の促進とエコパーク・ジオパーク推進事業の展開 

庁内生物多様性推進連絡会議 
施策・取り組みに関連する担当分野を横断して連携・調整を行う（市事

務組織の課長級により構成） 

豊後大野市

関係各課 関係各課

豊後大野市・指定管理者

ユネスコエコパーク

関連団体・国・自治体

研究者

市民（子どもたち）・市民団体・事業者

庁内生物多様性
推進連絡会議（仮称）

祖母・傾・大崩
ユネスコエコパーク
大分・宮崎推進協議会

おおいた豊後大野
ジオパーク推進協議会

地域研究者
大学・研究機関

情報提供

連
携
・
協
働

進捗報告
相談

普及啓発
情報提供

参加

連携の調整
情報提供

技術相談

意見・提言

取り組みの参加
アイデア提案

生物多様性推進市民会議（仮称） こども未来会議（仮称）

生
物
多
様
性
推
進
委
員
会
（
仮
称
）

国・大分県・他の自治体

生物多様性関連担当部署

報告・諮問

祖母傾山麓尾平
青少年旅行村（ほしこが）
※祖母傾地域野外活動拠点

活動拠点

施設
利用

事業
展開

生物多様性センター（仮称）
※普及・啓発拠点の組織体制

取り組みの実行と連携

連携・協働

施設利用
情報提供
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